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府中市消防団

【府中市消防団員職業別構成割合】
公務員　７．６％　農業　６．３％　商業　１．９％
小売業　９．２％　金融保険業　２．７％　不動産業　４．１％
サービス業　１３．９％　建築業　２１．７％　製造業　４．６％
商社　０．７％　飲食店　５．１％　造園業　２．７％　運輸通信業　４．９％
電気ガス業　５．１％　学生　１．０％　その他　８．５％

府
中
市
消
防
団
は
、
本
年

も
４
月
１
日
（
日
）
に
平
成

30
年
度
入
退
団
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
年
度
当
初
の
ご

多
忙
の
中
、
高
野
市
長
を
は

じ
め
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々

に
ご
臨
席
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
を
も
ち
ま
し

て
退
団
さ
れ
た
29
名
の
方
々

に
は
、
長
年
に
わ
た
る
消
防

団
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
も
こ
の

入
退
団
式
に
お
い
て
新
た
に

任
命
し
た
副
団
長
１
名
、
分

団
長
9
名
、
新
入
団
員
22
名

を
迎
え
、
計
４
１
１
名
の
新

体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

さ
て
、
昨
年
７
月
に
は
九

州
北
部
を
中
心
に
記
録
的
な

大
雨
が
発
生
し
た
ほ
か
、
９

月
か
ら
10
月
に
発
生
し
た
台

風
な
ど
一
連
の
局
地
的
集
中

豪
雨
に
よ
り
全
国
各
地
で
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
、
多
く

の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
火
山
噴
火
や
大
規
模

な
地
震
の
発
生
の
可
能
性
な

ど
全
国
各
地
で
自
然
災
害
の

脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
自
然
災
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、
本
市
に
お

け
る
「
防
災
・
減
災
の
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
思
い
を
強
く

す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

け
る
防
災
体
制
の
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

我
々
消
防
団
は
、
日
頃
の

各
種
訓
練
や
講
習
会
を
は
じ

め
、
春
と
秋
の
火
災
予
防
運

動
や
歳
末
特
別
警
戒
期
間
中

な
ど
に
は
各
分
団
が
市
内
を

巡
回
し
て
地
域
住
民
に
火
災

予
防
を
注
意
喚
起
す
る
た
め

の
広
報
活
動
を
行
う
な
ど
、

市
民
の
防
火
・
防
災
意
識
の

向
上
を
図
り
、
市
民
の
皆
様

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
と
し
て
の
責
務
を
果

た
す
べ
く
活
動
し
て
い
く
所

存
で
す
。
そ
し
て
、
過
去
の

災
害
を
教
訓
と
し
、
今
ま
で

以
上
に
気
持
ち
を
引
き
締
め
、

府
中
市
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
府
中
市
並
び
に
府
中

消
防
署
と
連
携
し
、
消
防
団

活
動
に
な
お
一
層
の
精
進
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
と
し
て
、
各
分
団
の

方
々
に
は
、
消
防
団
員
の
使

命
を
自
覚
し
、
常
に
新
し
い

情
報
を
収
集
し
、
地
域
に
密

着
し
た
防
災
機
関
で
あ
る
よ

う
に
心
が
け
る
と
と
も
に
府

中
市
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
、
よ
り
一
層
、
消
防

団
活
動
の
充
実
に
邁
進
さ
れ

る
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
小
場
　
淳
吾

　
　
前
副
団
長
　
退
任
挨
拶

　
田
村
　
茂

　
　
　
　
　
副
団
長
　
就
任

歴
史
と
伝
統
あ
る
府
中
市

消
防
団
を
平
成
30
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
、
34
年
間
務
め

さ
せ
て
頂
き
、
退
団
い
た
し

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
在
団
中

は
市
・
署
・
消
防
関
係
各
団

体
の
皆
様
に
は
、
御
理
解
、

御
協
力
、
そ
し
て
御
指
導
頂

き
誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
し

た
。
今
後
は
消
防
団
員
と
し

て
培
っ
た
技
術
・
知
識
を
地

域
防
災
に
微
力
な
が
ら
役
立

て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
が
地
域
に

溶
け
込
み
、
防
災
知
識
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
く
た
め
、

予
備
消
防
へ
の
ま
す
ま
す
の

御
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
府
中
市
・
府
中

消
防
署
・
府
中
市
消
防
団
が

一
体
と
な
り
、
よ
り
強
固
な

組
織
と
し
て
発
展
さ
れ
ま
す

事
と
安
全
な
活
動
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
退
団
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
長
い

間
、
大
変
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。

前
副
団
長
の
退
任
に
伴
い
、

４
月
１
日
付
で
田
村
茂
氏
が
副

団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

田
村
副
団
長
は
、
平
成
16
年

に
第
２
分
団
に
入
団
し
、
平
成

28
年
か
ら
２
年
間
に
わ
た
り
分

団
長
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
第
１
分
団
、
２
分

団
、
３
分
団
の
担
当
副
団
長
と

な
り
ま
す
。

　　　　平成30年度入退団式

団　長
本間　郁浩

昭和 63 年 4 月 1 日入団
（団歴 29 年）

副団長
大久保 幸一

昭和 58 年 4 月 1 日入団
（団歴 34 年）

副団長
堀江　一男

平成 7 年 4 月 1 日入団
（団歴 23 年）

副団長
志村　誠

平成元年 4 月 1 日入団
（団歴 29 年）

副団長
中田　和夫

昭和 60 年 4 月 1 日入団
（団歴 31 年）

第１分団長
田中　告宜

平成 14 年 4 月 1 日入団
（団歴 16 年）

第１0分団長
野口 英一郎
平成 9 年 4 月 1 日入団

（団歴 21 年）

第 2分団長
原田　修一

平成 20 年 4 月 1 日入団
（団歴 10 年）

第 11 分団長
海老澤 拓馬
平成 10 年 4 月 1 日入団

（団歴 20 年）

第 3分団長
高橋　永一

平成 10 年 4 月 1 日入団
（団歴 20 年）

第 12 分団長
前田　就平
平成 8 年 4 月 1 日入団

（団歴 22 年）

第 4分団長
金井　淳一

平成 15 年 4 月 1 日入団
（団歴 15 年）

第 13 分団長
大木　弘

平成 7 年 4 月 1 日入団
（団歴 23 年）

第 5分団長
川辺　努

平成 10 年 4 月 1 日入団
（団歴 20 年）

第 14 分団長
小牧　秀幸

平成 12 年 4 月 1 日入団
（団歴 18 年）

第 6分団長
比留間 康夫
平成 10 年 4 月 1 日入団

（団歴 20 年）

第 15 分団長
井上　泰一
平成 6 年 4 月 1 日入団

（団歴 24 年）

第 7分団長
佐藤　和正

平成 7 年 10 月 1 日入団
（団歴 22 年）

第 16 分団長
市川　智則

平成 13 年 4 月 1 日入団
（団歴 17 年）

第 8分団長
石澤　慶憲

平成 11 年 4 月 1 日入団
（団歴 19 年）

第 17 分団長
中村 健太郎
平成 9 年 4 月 1 日入団

（団歴 21 年）

第 9分団長
田中　良和

平成 14 年 4 月 1 日入団
（団歴 16 年）

第 18 分団長
大貫　剛

平成 8 年 4 月 1 日入団
（団歴 22 年）

副団長
川崎　好之

平成 5 年 4 月 1 日入団
（団歴 23 年）

副団長
田村　茂

平成 16 年 4 月 1 日入団
（団歴 14 年）

消
防
団
幹
部
紹
介

（
団
本
部
）

（
分
団
長
）

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在

　
　
新
体
制
に
あ
た
り

 

　
　
　
　
府
中
市
消
防
団
長
　
本
間
　
郁
浩

４
月
１
日
か
ら
第
２
分
団
配

属
と
な
っ
た
、
小
勝
正
太
郎(

お

が
つ
し
ょ
う
た
ろ
う)

と
申
し
ま

す
。
父
も
消
防
団
に
在
籍
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
学
校
を
出
て
実
家

の
自
営
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な

る
と
団
の
先
輩
が
声
を
か
け
て

く
だ
さ
り
、
自
然
と
入
団
を
決
め

ま
し
た
。

消
防
団
に
入
る
と
、
様
々
な
職

種
の
経
験
豊
富
な
先
輩
方
が
お

ら
れ
、
社
会
人
と
し
て
の
立
ち
振

る
舞
い
・
組
織
の
規
律
や
運
営
・

仕
事
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
地
元
の
歴
史

な
ど
の
世
間
知
を
も
、
団
の
仕
事

と
共
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

入
団
間
も
な
く
行
わ
れ
た
大

國
魂
神
社
境
内
で
の
規
律
訓
練

で
は
、
普
段
は
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
く
れ
る
先
輩
た
ち
が
、
訓
練

に
な
る
と
一
糸
乱
れ
ぬ
規
律
で

ま
と
ま
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

団
で
は
普
段
か
ら
オ
ン
オ
フ
の

切
り
替
え
を
す
る
よ
う
教
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
こ
と
を
身
を

も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
団
で
教
わ
り
つ
つ
、
教

わ
っ
た
こ
と
を
後
輩
や
地
元
府

中
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
努
め
、

防
災
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
２
分
団
　
団
員
　
　

小
勝
　
正
太
郎

新
入
団
員
教
育
訓
練

新入団員向け講義 新入団員規律訓練

府中市消防団長
本間　郁浩

前副団長
小場　淳吾

新副団長
田村　茂



平成 30年 7月発行

平
成
30
年
2
月
9
日
、
第
8
分
団
に

長
年
配
備
、
運
用
さ
れ
て
い
た
消
防
ポ

ン
プ
車
に
代
わ
り
新
型
の
消
防
ポ
ン
プ

車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
消
防
ポ
ン
プ
車
で
の
目
立
つ

変
化
と
し
て
は
ま
ず
従
来
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
仕
様
か
ら
オ
ー
ト
マ
仕
様
と
な
っ

た
事
。
ホ
ー
ス
カ
ー
の
昇
降
が
電
動
駆

動
式
と
な
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
消
防
ポ
ン
プ
車
で
は

複
数
人
で
の
人
力
作
業
だ
っ
た
為
、
こ

れ
に
は
驚
き
ま
し
た
。
他
に
新
型
サ
イ

レ
ン
や
ア
ン
プ
。
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
実

装
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
機
能
等

運
用
面
や
安
全
面
で
も
強
化
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
も
搭
載
さ
れ
て
い

る
為
、
傷
病
者
発
見
時
に
は
い
ち
早
く

対
応
す
る
事
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
尚
、
救
命
技
能
検
定
の
訓
練
は
全

員
訓
練
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
日
々
の
点
検
に
お
い
て
団
員

同
士
で
情
報
を
共
有
し
、
新
型
ポ
ン
プ

車
の
運
用
を
よ
り
強
化
し
て
い
る
状
態

で
す
。
7
月
に
予
定
し
て
い
る
お
披
露

目
式
で
は
地
域
の
皆
様
方
に
各
種
装
備

や
運
用
方
法
等
、
様
々
な
点
を
ご
報

告
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
新
た
な
ポ
ン
プ
車
と
共
に
、

各
種
防
災
訓
練
や
緊
急
災
害
時
で
の

迅
速
な
活
動
等
を
行
っ
て
い
く
事
。

ま
た
、
地
域
の
皆
様
に
よ
り
信
頼
さ

れ
る
消
防
団
を
目
指
し
邁
進
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後

と
も
第
8
分
団
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

第
8
分
団
広
報
委
員
　
　

　
加
辺
　
良
輔

前第 5分団長　村井　雅一

平
成
5
年
に
入
団
以
来
、
25
年
間
の
消
防
団
活
動
を
終
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。長
い
間
、消
防
団
活
動
を
貫
徹
出
来
た
事
は
、

地
元
第
5
分
団
を
初
め
、
諸
先
輩
方
、
市
当
局
、
分
団
長
会
や

団
本
部
等
、
関
係
各
位
の
皆
様
の
ご
尽
力
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
や
り
遂

げ
た
達
成
感
と
感
謝
の
気
持
ち
で
感
無
量
で
す
。

在
団
中
は
火
災
、
地
震
や
台
風
、
大
雪
な
ど
自
然
災
害
の
警

戒
・
訓
練
、
団
員
家
族
や
地
域
住
民
と
の
親
睦
や
交
流
を
図
る

行
事
、
ま
た
消
防
団
員
と
し
て
表
彰
し
て
頂
く
な
ど
、
多
種
多

様
な
活
動
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
有
意
義
な
時
間
で

し
た
。
今
後
は
こ
の
九
鼎
大
呂
な
経
験
を
活
か
し
、
地
域
社
会

が
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
よ
う
、
少
し
で
も
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第 8分団長　杉山　良輔

こ
の
度
、
平
成
30
年
3
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
、
府
中
市
消

防
団
を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
入
団
し
て
か
ら
の

19
年
間
は
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
消
防
関
係
の
皆
様
、
第
8

分
団
の
団
員
、
諸
先
輩
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
団
中
は
、
火
災
出
動
や
自
然
災
害
に
伴
う
警
戒
、
広
報
活

動
や
訓
練
を
通
じ
て
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

と
な
っ
て
は
、
そ
の
全
て
が
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
事
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
分
団
長
と
し
て
の
2
年
間
は

更
な
る
経
験
を
積
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
か
ら
こ
そ
職
務
を
全
う
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
、
消
防
団
活
動
で
得
た
経
験
を
地
域
の
皆
様
に
お
返

し
出
来
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

消
防
団
に
入
団
し
て
６
年
目
と
な
り
ま

す
。
消
防
団
は
地
域
の
安
心
、
安
全
を
守

る
組
織
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
く
と
、
地
域

の
住
民
の
方
々
や
、
現
役
団
員
と
の
つ
な

が
り
が
広
が
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
み
が

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
郷
土
を
守
り
た
い

と
い
う
使
命
感
が
根
底
に
あ
る
仲
間
た
ち

と
の
活
動
は
、
自
分
自
身
が
社
会
の
一
員

と
し
て
役
割
を
果
た
す
喜
び
と
責
任
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
こ

の
消
防
団
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
る
あ
な
た

も
毎
日
忙
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。こ
の
紙
面
を
読
ん
で
、

消
防
団
に
少
し
で
も
興
味
が
湧
い
た
方
は

ぜ
ひ
、
自
治
会
の
防
災
訓
練
等
に
い
る
消

防
団
員
に
声
を
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
に
入
団
す
る
と
、
今
ま
で
に
は
な

い
新
し
い
世
界
が
広
が
り
、
き
っ
と
振
り

返
れ
ば
入
団
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
仲

間
と
出
会
え
る
と
思
い
ま
す
。

会

長

副

会

長

〃

広
報
委
員
長

東
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

西
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

東
部
広
報
委
員

〃〃〃〃

中
部
広
報
委
員

〃〃〃

西
部
広
報
委
員

〃〃〃〃

団

長

副
団
長

〃
第
11
分
団

第
５
分
団

第
17
分
団

第
13
分
団

第
１
分
団

第
２
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

第
６
分
団

第
７
分
団

第
８
分
団

第
９
分
団

第
10
分
団

第
12
分
団

第
14
分
団

第
15
分
団

第
16
分
団

第
18
分
団

本
間　
　

郁
浩

志
村　
　
　

誠

中
田　
　

和
夫

永
井　
　

拓
郎

馬
塲　
　

稔
郎

鈴
木　
　

祐
太

越
智　
　

昌
弘

榎
本　

雄
一
郎

岡
田　
　

英
世

田
代　
　

俊
介

河
内　
　

大
裕

花
田　
　

圭
介

塚
田　
　

隆
太

加
辺　
　

良
輔

岡
部　
　

貴
紀

伊
藤　
　

盛
敏

原
田　
　

賢
二

本
間　
　
　

淳

才
丸　
　
　

満

中
村　
　

良
信

牛
島　
　
　

徹

本　
　

部

第
3
分
団

第
5
分
団

第
6
分
団

第
7
分
団

第
7
分
団

第
8
分
団

第
8
分
団

第
9
分
団

第
9
分
団

第
11
分
団

第
12
分
団

第
14
分
団

第
14
分
団

第
15
分
団

第
17
分
団

第
17
分
団

第
18
分
団

小
場　
　

淳
吾

加
藤　
　

祐
司

村
井　
　

雅
一

川
辺　
　

清
二

並
木　
　

友
明

清
田　
　

隆
文

杉
山　
　

良
輔

堀
江　
　

貴
司

菊
池　
　

伸
明

中
田　
　

宗
孝

山
田　
　
　

勝

粕
谷　
　

和
男

知
久
間　

亮
昌

松
本　
　
　

健

矢
ケ
崎　

勝
彦

丸
山　
　
　

剛

石
井　
　

康
弘

坂
本　
　

裕
康

12
年
以
上
（
18
名
）

第
1
分
団

第
5
分
団

第
10
分
団

第
11
分
団

第
12
分
団

佐
々
木　

和
徳

富
岡　
　

貴
史

河
野　
　

良
太

平
井　
　
　

淳

熊
木　
　

翔
一

4
年
以
上
8
年
未
満
（
5
名
）

第
2
分
団

第
2
分
団

第
2
分
団

第
11
分
団

第
13
分
団

第
18
分
団

横
山　
　

建
記

田
中　
　

宏
幸

鹿
島　
　

猛
臣

内
山　
　

雄
太

志
村　
　

親
一

橋
本　
　

知
寛

8
年
以
上
12
年
未
満
（
6
名
）

平
成
30
年
度
新
入
団
員

退
団
さ
れ
た
分
団
長
ご
挨
拶

平
成
29
年
度
中
に
勤
続
４
年
以
上
で

退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん

第
５
・
８
・
10
分
団
の

　
　
消
防
ポ
ン
プ
車
が

　
　
　
　
新
し
く
な
り
ま
し
た

第
2
分
団

小
勝　

正
太
郎

第
2
分
団

戸
井
田　

哲
也

第
2
分
団

加
藤　
　

幹
雄

第
2
分
団

村
野 　

 

陽
一

第
3
分
団

大
久
保　

和
成

第
7
分
団

佐
藤　
　

繁
喜

第
7
分
団

伊
藤　
　

柾
人

第
8
分
団

清
水　
　
　

優

第
8
分
団

清
水　
　

大
輔

第
9
分
団

渡
邉　
　

悟
志

第
9
分
団

寺
井　
　

達
哉

第
10
分
団

村
木　
　

康
真

第
11
分
団

小
園
井　

一
輝

第
11
分
団

梅
澤　
　

太
心

第
11
分
団

小
澤　
　
　

新

第
12
分
団

桑
田　
　

太
一

第
12
分
団

松
村　
　

直
樹

第
13
分
団

岡
林　
　

健
人

第
14
分
団

石
川　
　

大
輔

第
16
分
団

市
川　
　

広
光

第
17
分
団

瀧
井　
　

英
明

第
18
分
団

小
林　
　

大
輔

前第 9分団長　菊池　伸明

21
年
間
の
消
防
団
活
動
は
地
域
の
皆
様
の
お
支
え
に
よ
り
務
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
、
歴
代
の
分
団
長
を
は
じ
め
と

す
る
先
輩
諸
兄
、
府
中
消
防
署
、
市
当
局
並
び
に
本
団
、
各
分
団
長

を
は
じ
め
と
す
る
団
員
の
皆
様
、
特
に
第
9
分
団
員
そ
し
て
家
族
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
団
活
動
で
得
る
こ
と
の
で
き
ま
し
た
技
能
・
知
識
そ
し
て
経

験
は
大
変
す
ば
ら
し
く
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
消
防
団
活

動
は
地
域
へ
貢
献
し
う
る
能
力
を
私
に
与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
へ
恩
返
し
が
で
き
ま
す
よ
う
活
動
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
へ
の
ご
理
解
と
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
団
員
の
活
動
が
よ
り
一
層
円
滑
に
行
え
ま
す
よ
う
に

特
に
家
族
へ
の
理
解
促
進
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

前第 12 分団長　粕谷　和男

平
成
7
年
に
入
団
し
て
以
来
、
23
年
間
消
防
団
活
動
を
続
け
る

こ
と
が
出
来
た
の
も
、
市
当
局
、
諸
先
輩
、
仲
間
、
地
域
の
方
々
、

家
族
と
多
く
の
皆
様
に
支
え
て
頂
い
た
か
ら
こ
そ
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

団
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
防
災
の
重
要
性
、
必
要
性
を
強
く
感

じ
、
入
団
以
前
と
は
意
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
の
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
日
々
の
火
災
、
照
明
出
動
、
警
戒
、
訓
練
、
点
検
と
様
々

な
活
動
を
団
員
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
出
来
た
事
は
、
こ
れ
か
ら

の
生
活
に
お
い
て
必
ず
役
に
立
つ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
団
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
少
し
で
も
地
域
防
災
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

府
中
市
消
防
団
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

前第 14 分団長　知久間　亮昌

こ
の
度
、
平
成
30
年
3
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
府
中
市
消
防
団

を
退
団
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
6
年
の
入
団
以
来
、
24
年
間
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、

消
防
関
係
の
皆
様
、
O
B
の
皆
様
、
団
員
の
皆
様
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

在
団
中
は
、
火
災
出
動
や
台
風
・
地
震
・
大
雪
に
伴
う
警
戒
、

そ
し
て
防
災
訓
練
等
の
際
に
は
、
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
後
の
２
年
間
は
分
団
長
と
し
て
、

皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
、
職
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
消
防
団
活
動
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
地
域
の
防

火
・
防
災
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
結
び
に
、
府

中
市
消
防
団
の
さ
ら
な
る
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
長
い

間
、誠
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第 15 分団長　矢ケ崎　勝彦

こ
の
度
、
平
成
30
年
3
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、
府
中
市
消
防

団
を
退
団
致
し
ま
し
た
。

入
団
よ
り
26
年
間
、
第
15
分
団
の
団
員
を
は
じ
め
、
消
防
関

係
の
皆
様
、
当
分
団
の
O
B
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て

家
族
と
、
多
く
の
方
々
に
支
え
て
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
在
団
中
に
は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
の
火
災
出
動
、
大

型
台
風
接
近
に
よ
る
警
戒
、
特
に
東
日
本
大
震
災
時
に
は
、
日

頃
よ
り
点
検
等
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
速
や
か
に
詰
所

へ
参
集
し
た
団
員
を
目
に
し
ま
し
て
、
大
変
誇
ら
し
く
思
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
団
員
皆
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
活
動
を

行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
は
地
域
の
防
火
・
防
災
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第 17 分団長　丸山　剛

平
成
7
年
、
府
中
市
消
防
団
に
入
団
し
、
本
年
3
月
31
日
を

も
ち
ま
し
て
退
団
致
し
ま
し
た
。
消
防
団
っ
て
何
？
と
い
う
状

態
で
入
団
し
た
私
が
分
団
長
ま
で
務
め
る
事
が
出
来
た
の
は
市

当
局
、
消
防
署
、
諸
先
輩
、
地
域
の
方
々
、
団
の
仲
間
、
そ
し

て
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

在
団
中
は
火
災
出
動
、
台
風
警
戒
や
大
雨
、
災
害
を
想
定
し

て
の
訓
練
、
東
京
都
消
防
操
法
大
会
、
そ
し
て
東
日
本
大
震
災

で
の
警
戒
や
広
報
活
動
な
ど
団
員
皆
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
活

動
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

分
団
長
の
5
年
間
は
多
く
の
方
々
と
知
り
合
い
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
経
験
を
活
か
し

微
力
な
が
ら
地
域
防
災
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

23
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前第 18 分団長　坂本　裕康

平
成
30
年
３
月
末
日
を
も
ち
ま
し
て
府
中
市
消
防
団
を

退
団
い
た
し
ま
し
た
。
平
成
8
年
に
入
団
し
、
22
年
間
消

防
団
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
火
災
出
動
・
台
風
警
戒

等
の
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
に
東
京
都
消

防
操
法
大
会
に
お
い
て
指
揮
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
が

印
象
深
い
で
す
し
、
後
に
分
団
長
を
勤
め
る
に
当
た
り
大

き
な
糧
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
を
通
し
て
多
く

の
方
々
と
出
会
え
た
事
で
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

分
団
長
と
し
て
4
年
間
で
警
戒
区
域
よ
り
火
災
が
無

か
っ
た
事
は
団
員
の
活
動
は
も
と
よ
り
地
域
の
皆
様
の
意

識
の
高
さ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
微
力
で
す
が

地
域
防
災
活
動
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
長
年
に

わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第5分団新型消防ポンプ車

第10分団新型消防ポンプ車 第8分団新型消防ポンプ車

第 13分団
広報委員
越智　昌弘


